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Research Abstract

結晶表⾯上を拡散する原⼦がステップ位置で固化・融解する。直線ステップが等間隔にならぶ微斜⾯では,結晶の成⻑・融解に伴い,ステップが束状になるバンチングや,直線ステップが不
安定になる蛇⾏が起きる.本研究では,シリコン(111)7×7構造および1×1構造共存微斜⾯を念頭に置いて,これらの不安定化について調べた。 
Si(001)微斜⾯では,キンクが多い荒れたステップとキンクが少ない直線的なステップが交互に現れる。このキンク密度は,ステップでの固化・融解の頻度,カイネティク係数に差を⽣じると
考えられる。この効果を取り⼊れて,線形安定性解析およびモンテカルロ・シミュレーションによりステップの挙動を調べた。その結果,差があることで,成⻑時および昇華時ともに,微斜⾯
上でのステップが対⽣成を起こすことがわかった。さらに,⽣成された対はバンチングを起こすことも分かった。対は蛇⾏に対しては安定であることも分かった。この成果はEur. Phys. J.
Bに発表済みである。 
7×7構造および1×1構造が共存するSi(111)微斜⾯については,2つの構造の拡散係数の差に着⽬したモデルを⽤いてモンテカルロ・シミュレーションを⾏い,吸着原⼦の流れがある系での
ステップの挙動について調べた。その結果,流れの向きによらずステップがバンチングを起こすことと,下段向きにステップの蛇⾏が起きることがわかった。さらに,ドリフト流が強くなる
と.⼀度形成された束からステップの離脱が起きるが,これは束と束との間の⼤きなテラスでの吸着密度の分布から理解されることがわかった。 
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下段向きの吸着原⼦の流れがある場合には,離脱したステップは後退するが,これはテラス上での吸着原⼦密度が微斜⾯での平衡密度以下になっているためである。また上段向きの流れがあ
る場合には,前進するが,これは密度が⾼くなっているためであることがわかった。従って,昇華もしくは成⻑させることで,ステップの離脱を抑えて,平坦で広いテラスを作成することができ
ることが分かった。以上の結果は,J. Phys. Soc. Jpnに発表済みである。
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